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本
格
的
な
冬
を
迎
え
、
家
庭
菜
園
は
越

冬
野
菜
だ
け
と
な
り
、
冬
の
休
閑
期
に
入

り
、
空
き
畑
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
機

会
を
捉
え
、
し
っ
か
り
と
土
作
り
し
、
次

年
度
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

野
菜
の
根
が
健
全
に
伸
び
る
た
め
に
は
、

（
１
）水
は
け
と
通
気
性
が
良
い
こ
と
、

（
２
）水
持
ち（
保
水
力
）が
良
い
こ
と
が

重
要
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

土
に
は
、
細
粒
の
粘
土
と
細
粒
の
砂
の

割
合
が
異
な
る
単
粒
構
造
と
団
粒
構
造
が

あ
り
、
団
粒
構
造
に
す
る
と
孔
隙
率
が
高

く
、
空
気
や
水
を
適
度
に
含
み
根
が
よ
く

伸
び
ま
す
が
、
そ
の
状
態
も
数
年
間
野
菜

を
作
り
続
け
る
と
、
次
第
に
痩
せ
て
単
粒

構
造
と
な
り
、
根
が
あ
ま
り
伸
び
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

土
を
団
粒
構
成
に
す
る
の
に
は
、
良
い

粗
大
有
機
物
の
堆
肥
や
緑
肥
、
ピ
ー
ト
モ

ス
、
コ
コ
ピ
ー
ト
な
ど
を
十
分
に
施
し
深

く
耕
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

根
が
深
く
広
く
張
る
た
め
に
は
深
層
ま

で
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
で
す

が
、
そ
の
目
安
と

し
て
、
直
径
８
〜

９
㎜
の
棒
を
畑
土

に
差
し
た
と
き
、

あ
ま
り
力
を
加
え

ず
に
入
る
作
土
層

が
２０
㎝
以
上
あ
る

こ
と
で
す
。
力

い
っ
ぱ
い
に
差
し

こ
ん
で
測
る
有
効

土
層
が
60
㎝
以
上
あ
れ
ば
申
し
分
あ
り
ま

せ
ん
。
一
般
に
は
こ
れ
で
も
不
十
分
な
こ

と
も
多
い
で
す
が
、
深
耕
す
る
こ
と
に
よ

り
こ
こ
ま
で
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

畑
起
こ
し
、
粗
大
有
機
物
を
入
れ
る
時

期
は
寒
冷
の
冬
が
一
番
で
す
。
そ
れ
は
他

の
作
業
が
暇
で
、
畑
が
空
い
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
掘
り
起
こ
し
た
下
層
の
土
を
上

面
に
出
し
、
厳
し
い
寒
気
に
さ
ら
し
風
化

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
理
性
が
改
善
さ

れ
、病
原
菌
や
害
虫
、雑
草
の
種
子
を
死
滅
、

軽
減
す
る
効
果
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
る
か

ら
で
す
。

　

作
業
の
手
順
は
、
前
作
の
残
り
か
す
や

病
害
虫
の
被
害
株
、
残
根
な
ど
を
き
れ
い

に
取
り
除
き
、
堆
肥
な
ど
の
粗
大
有
機
物

を
畑
全
体
に
ば
ら
ま
い
て
か
ら
耕
し
ま
す
。

60
㎝
以
上
も
深
耕
す
る
場
合
に
は
先
に
畑

を
起
こ
し
て
か
ら
次
の
耕
う
ん
時
に
粗
大

有
機
物
を
施
す
の
が
良
法
で
す
。

　

耕
し
た
畑
土
は
な
る
べ
く
表
面
に
凸
凹

が
あ
る
ま
ま
に
し
て
お
き
、
寒
気
に
触
れ

る
面
を
大
き
く
し
ま
す
。

　

土
壌
の
酸
性
度
も
冬
の
間
に
調
べ
、ｐ

Ｈ
6.0
〜
6.5
程
度
に
調
整
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
酸
性
を
改
良
す
る
消
石
炭
の

施
用
量
は
、
砂
質
あ
る
い
は
腐
植
の
少
な

い
土
壌
で
は
少
な
く
て
、
黒
ぼ
く
土
で
は

多
く
を
要
す
る
の
で
、
施
用
量
を
誤
ら
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
毎
年
む
や
み

に
与
え
過
ぎ
る
と
弊
害
を
生
じ
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

次
年
度
に
向
け
た
土
作
り
に
つい
て

2018年
2月

こ
う 

げ
き  

り
つ

［単粒構造］

［団粒構造］

孔隙率

孔隙率

空気や水が入り込む孔隙（隙間）が少
なく、作物の根がよく伸びない

団粒構造にすると空気や水を適当に
含むことができ、作物はよく育つ

1～2年に1回ぐらいは30cm以上深く耕す

　
　

　

平
成
31
年
か
ら
生
産
者
の
品
目
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
に
収
量
減
収
だ
け
で
な
く
価
格
低

下
な
ど
も
含
め
た
収
入
を
補
て
ん
す
る
制
度

「
収
入
保
険
制
度
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
し
く
導
入
さ
れ
る
収
入
保
険
で
は
、保

険
料
の
掛
金
率
は
１
％
程
度
で
、農
家
ご
と

の
平
均
収
入
の
８
割
以
上
の
収
入
が
確
保
さ

れ
ま
す
。ま
た
、米・野
菜・果
樹・た
ば
こ・茶
・

し
い
た
け
・
は
ち
み
つ
な
ど
、農
畜
産
物
な
ら

ど
ん
な
品
目
で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。（
マ
ル

キ
ン
等
の
対
象
で
あ
る
肉
用
牛
、肉
用
子
牛
、

肉
豚
及
び
鶏
卵
は
対
象
外
で
す
。）

具
体
的
な
仕
組
み　
　
　
　
　

  

●
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者（
個
人
・

　

法
人
）が
対
象
で
す
。

　
・
青
色
申
告（
簡
易
な
方
式
を
含
む
）の
実

　
　

績
が
１
年
分
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

●
農
業
者
自
ら
が
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売

　

収
入
全
体
が
対
象
で
す
。

　
・
簡
易
な
加
工
品（
精
米
な
ど
）は
含
ま
れ

　
　

ま
す
。

　
・
一
部
の
補
助
金（
畑
作
物
の
直
接
支
払

　
　

交
付
金
の
数
量
払
）は
含
ま
れ
ま
す
。

　
・
肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、
肉
豚
、
鶏
卵
は
、

　
　

マ
ル
キ
ン
等
の
対
象
な
の
で
除
き
ま
す
。

●
保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の
９
割

　
（
５
年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
場

　

合
の
補
償
限
度
額
の
上
限
）を
下
回
っ
た

　

場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割（
支
払
率
）

　

を
上
限
と
し
て
補
て
ん
し
ま
す
。

　
・
基
準
収
入
は
、
農
業
者
毎
の
過
去
５
年

　
　

間
の
平
均
収
入（
５
中
５
）を
基
本
と

　
　

し
、
規
模
拡
大
な
ど
保
険
期
間
の
営

　
　

農
計
画
も
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。

　
・
補
償
限
度
額
及
び
支
払
率
は
複
数
の

　
　

割
合
の
中
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

　
・「
掛
捨
て
保
険
方
式
」に「
掛
捨
て
と
な

　
　

ら
な
い
積
立
方
式
」も
組
み
合
わ
せ

　
　

る
か
ど
う
か
は
選
択
で
き
ま
す
。

●
農
業
者
は
、
保
険
料
・
積
立
金
を
支
払
っ

　

て
加
入
し
ま
す
。（
任
意
加
入
）

　
・ 

保
険
料
は
掛
捨
て
に
な
り
ま
す
。保
険
料

　
　

は
現
時
点
の
試
算（
補
償
限
度
８
割
）で

　
　

は
１
％（
50
％
の
国
庫
補
助
後
）で
す
。

　
　

自
動
車
保
険
と
同
様
に
、保
険
金
の
受
取

　
　

り
が
少
な
い
方
は
、保
険
料
率
の
段
階
が

　
　

下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
・ 

積
立
金
は
自
分
の
お
金
で
あ
り
、補
て
ん

　
　

に
使
わ
れ
な
い
限
り
、翌
年
に
持
ち
越
さ

　
　

れ
ま
す
。
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）よ
り
収
入

保
険
制
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
実
際
の
保
険

料
・
補
て
ん
金
額
や
、
他
の
制
度
と
の
比
較
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

加
入
条
件
・
補
償
内
容
な
ど
詳
細
は
、
岐
阜
県

農
業
共
済
組
合
連
合
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
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情報

2018年
2月

収
入
保
険
制
度
が

始
ま
り
ま
す
！

※
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
東
濃
の
Ｈ
Ｐ　

※
加
入
窓
口
は
農
業
共
済
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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［収入保険制度の補てん方式］

支払率（9割を上限として選択）

農業者ごとの
過去5年間の収入

過去5年間の平均収入
（5中5）を基本
規模拡大など、保険期間の
営農計画も考慮して設定

（注） 5年以上の青色申告実績がある場合

農林水産省HPより

自己責任部分

積立方式で
補てん
保険方式で
補てん

100％

 （保険方式+積立方式の
　保障限度額の上限）

 （保険方式の保障限度額
　の上限）

90％

80％

基準収入
保険期間
の収入

収
入
減
少

　
　
　
荷
　
受
　
施
　
設

阿
木
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

恵
那
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

恵
南
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

坂
下
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

東
美
濃
棚
田
米
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
？

　

昨
年
度
よ
り
、
農
業
者
・
行
政
・
J
A
が
一
体

と
な
り
、
東
美
濃
の
中
山
間
地
域
特
有
の
立
地
条

件
を
活
か
し
た
新
ブ
ラ
ン
ド「
東
美
濃〝
棚
田
米
〞」

を
立
ち
上
げ
、
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
東
美
濃
棚
田
米
と
は
？

　

一
定
条
件
を
満
た
し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
で
す
。

① 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
加
入
対
象
農

　

 

地
で
栽
培
さ
れ
た
お
米
で
あ
る
こ
と
。

　

※
該
当
農
地
で
収
穫
さ
れ
た
お
米
を
区
別
し
て
搬
入
下
さ
い
。

② 

田
植
え
の
時
期
を
遅
ら
せ
、
9
月
20
日
以
降 

　

 

に
自
己
で
搬
入
下
さ
い
。

　

※
Ｊ
Ａ
へ
水
稲
の
苗
を
ご
注
文
い
た
だ
い
た
方
は
、
お
申
込
時
に

　
　

Ｊ
Ａ
各
支
店
窓
口
に
て
田
植
時
期
等
を
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

　
　

き
ま
す
。

　

※
お
申
込
み
の
後
、
最
寄
の
J
A
施
設
か
ら
荷
受
に
関
す
る
ご
案

　
　
　
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③ 

行
政
・
J
A
が
推
奨
す
る
良
食
味
米
づ
く
り
の 

　

 

取
組
み
を
行
い
、
J
A
米
1
等
、
2
等
に
格　

 

　

 

付
け
さ
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
あ
る
こ
と
。

　

※「
東
美
濃〝
棚
田
米
〞推
奨
栽
培
暦
」を
最
寄
の
J
A
支
店
に
て
ご

　
　

確
認
下
さ
い
。

　

お
申
込
み
い
た
だ
き
東
美
濃
棚
田
米
の
条
件
を
満

　

た
し
た
方
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
概
算
金
に
対
し

　
「
５
０
０
円
」程
度
の
加
算
金
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
お
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
各
支
店
窓
口
へ
期
間
内
に
お
申
し
込
み
、
お

　

問
い
合
わ
せ
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
申
込
期
間
：
平
成
30
年
1
月
22
日
〜
3
月
30
日


